
(57)【要約】

【課題】床鳴り等の問題の発生しない安定した床際構造

を作業性に優れた工法によって得る。

【解決手段】床際構造３１を提供する。床際構造３１は

、躯体下地３２、壁３３、壁３３の際の躯体下地３２上

に配置されている根太材３４、及び根太材３４上の床材

３５，３６を具え、根太材３４はレベル調整可能な支持

脚３７を有している。壁３３にゴム製の根太パッド３８

が固定されており、根太材３４の根太パッド３８上への

載置及び支持脚３７の躯体下地３２への接触によって、

根太材３４が躯体下地３２上で支えられている。

【選択図】　　　　図７
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
躯 体 下 地 、 壁 、 前 記 壁 の 際 の 前 記 躯 体 下 地 上 に 配 置 さ れ て い る 根 太 材 、 及 び 前 記 根 太 材 上
の 床 材 を 具 え 、 前 記 根 太 材 が レ ベ ル 調 整 可 能 な 支 持 脚 を 有 し て い る 床 際 構 造 に お い て 、
前 記 壁 に ゴ ム 製 の 根 太 パ ッ ド が 固 定 さ れ て お り 、 前 記 根 太 材 の 前 記 根 太 パ ッ ド 上 へ の 載 置
及 び 前 記 支 持 脚 の 前 記 躯 体 下 地 へ の 接 触 に よ っ て 、 前 記 根 太 材 が 前 記 躯 体 下 地 上 で 支 え ら
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 床 際 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
複 数 の 前 記 根 太 パ ッ ド が 用 い ら れ て お り 、 前 記 各 根 太 パ ッ ド が 互 い に 離 間 し た 状 態 で 前 記
壁 に 固 定 さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の 床 際 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 支 持 脚 が 接 着 剤 に よ っ て 前 記 躯 体 下 地 に 固 定 さ れ て い る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 床 際 構
造 。
【 請 求 項 ４ 】
躯 体 下 地 、 壁 、 前 記 壁 の 際 の 前 記 躯 体 下 地 上 に 配 置 さ れ て い る 根 太 材 、 及 び 前 記 根 太 材 上
の 床 材 を 具 え 、 前 記 根 太 材 が レ ベ ル 調 整 可 能 な 支 持 脚 を 有 し て い る 床 際 構 造 に 用 い る 根 太
パ ッ ド で あ っ て 、
前 記 根 太 パ ッ ド が ゴ ム か ら な り 、 前 記 根 太 パ ッ ド の 前 記 壁 へ の 固 定 、 前 記 根 太 材 の 前 記 根
太 パ ッ ド 上 へ の 載 置 及 び 前 記 支 持 脚 の 前 記 躯 体 下 地 へ の 接 触 に よ っ て 、 前 記 根 太 材 が 前 記
躯 体 下 地 上 で 支 え ら れ る こ と を 特 徴 と す る 根 太 パ ッ ド 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 根 太 パ ッ ド が 断 面 略 Ｕ 字 状 の 形 状 を 有 し て お り 、 前 記 根 太 材 が 前 記 根 太 パ ッ ド の 内 側
底 面 上 に 載 置 さ れ る 請 求 項 ４ 記 載 の 根 太 パ ッ ド 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 根 太 パ ッ ド が ７ ０ 以 下 の ゴ ム 硬 度 （ デ ュ ロ メ ー タ Ａ で の 測 定 値 ） を 有 す る 請 求 項 ４ 又
は ５ 記 載 の 根 太 パ ッ ド 。
【 請 求 項 ７ 】
躯 体 下 地 、 壁 、 前 記 壁 の 際 の 前 記 躯 体 下 地 上 に 配 置 さ れ て い る 根 太 材 、 及 び 前 記 根 太 材 上
の 床 材 を 具 え 、 前 記 根 太 材 が レ ベ ル 調 整 可 能 な 支 持 脚 を 有 し て い る 床 際 構 造 を 施 工 す る に
あ た り 、
ゴ ム 製 の 根 太 パ ッ ド を 準 備 す る こ と 、
前 記 根 太 パ ッ ド を 前 記 壁 に 固 定 す る こ と 、
前 記 根 太 材 を 前 記 根 太 パ ッ ド 上 に 載 置 す る こ と 及 び
前 記 支 持 脚 を 前 記 躯 体 下 地 に 接 触 さ せ る こ と
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 床 際 構 造 の 施 工 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 床 際 構 造 、 か か る 床 際 構 造 に 用 い る 根 太 パ ッ ド 及 び 床 際 構 造 の 施 工 方 法 に 関 す
る 。 詳 細 に は 、 本 発 明 は 、 集 合 住 宅 等 の 建 物 に 採 用 さ れ て い る 乾 式 二 重 床 の 壁 際 の 沈 み 防
止 処 理 の た め に 用 い る 根 太 材 の 取 付 け 方 法 に 関 す る も の で 、 特 に 、 本 発 明 は 、 根 太 材 を 効
率 よ く 取 り 付 け る と と も に 、 安 定 し た 床 の 際 の 構 造 を 得 て 、 床 衝 撃 音 が 壁 や 躯 体 下 地 か ら
階 下 の 部 屋 に 伝 わ る の を 防 ぐ た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
図 ９ は 従 来 の １ 例 の 床 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 こ の 例 の 床 構 造 は 、 乾 式 防 音 二 重 床 の 部
屋 周 囲 の 沈 み 防 止 に 有 効 な 際 根 太 工 法 に よ り 施 工 さ れ る 。 際 根 太 工 法 は 、 壁 １ ０ １ に 際 根
太 の 高 さ で 水 平 に な る 基 準 線 を 墨 だ し し て 、 そ の 基 準 線 に 合 わ せ て 壁 １ ０ １ に 根 太 材 １ ０
２ を コ ン ク リ ー ト 釘 １ ０ ３ で 固 定 し 、 そ の 下 の 床 下 地 １ ０ ４ と の 間 に 根 太 の 束 （ 木 製 ） １
０ ５ を ４ ５ ０ ｍ ｍ ピ ッ チ 程 度 で 入 れ て 、 根 太 材 １ ０ ２ を 支 持 す る の が 一 般 的 で あ る （ 例 え
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ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － ７ ３ ５ ３ ３ 号 公 報 （ 図 ７ ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
な お 、 根 太 材 １ ０ ２ の 上 に は 、 二 重 床 下 地 合 板 １ ０ ６ 、 フ ロ ー リ ン グ 材 １ ０ ７ を 施 工 す る
。 ま た 、 二 重 床 下 地 合 板 １ ０ ６ は 床 中 央 寄 り で 、 パ ー テ ィ ク ル ボ ー ド １ ０ ８ と 床 支 持 脚 １
０ ９ と で 支 え ら れ る 。 床 支 持 脚 １ ０ ９ は 、 パ ー テ ィ ク ル ボ ー ド １ ０ ８ の 表 面 が 根 太 材 １ ０
２ の 表 面 の 高 さ と 同 じ 高 さ に な る よ う に 、 ナ ッ ト １ １ ０ 及 び ボ ル ト １ １ １ か ら な る 支 持 部
材 １ １ ２ と ゴ ム 部 材 １ １ ３ と か ら な る 。 フ ロ ー リ ン グ 材 １ ０ ７ と 壁 １ ０ １ と の 際 に は 、 美
観 上 の 理 由 か ら 巾 木 １ １ ４ が 用 い ら れ 、 巾 木 １ １ ４ は 木 製 で 、 軟 質 樹 脂 部 材 １ １ ５ を 有 し
て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
図 １ ０ 及 び １ １ は 従 来 の 他 の 例 の 床 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 こ れ ら の 例 の 床 構 造 は 、 防
音 性 を 考 慮 し た 工 法 で 得 ら れ 、 ナ ッ ト １ １ ６ 付 き の 根 太 材 １ １ ７ に 、 レ ベ ル 調 整 が 可 能 な
防 振 ゴ ム １ １ ８ 付 き の 支 持 ボ ル ト １ １ ９ を 取 り 付 け 、 壁 １ ０ １ に 根 太 材 １ １ ７ が 接 触 し な
い よ う に し て 、 壁 １ ０ １ に 墨 だ し し た 基 準 線 に 合 わ せ て レ ベ ル 調 整 し 、 施 工 さ れ る の が 一
般 的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
壁 １ ０ １ と 根 太 材 １ １ ７ と が 接 触 し な い よ う に す る に は 、 ゴ ム ス ポ ン ジ や ソ リ ッ ド ゴ ム １
２ ０ ， １ ２ １ を 根 太 材 １ １ ７ や 壁 １ ０ １ に 釘 １ ２ ２ に よ っ て 一 定 間 隔 で 取 り 付 け る 方 法 が
あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 及 び ３ 参 照 ） 。 な お 、 フ ロ ー リ ン グ 材 １ ０ ７ の 下 の パ ー テ ィ ク
ル ボ ー ド １ ２ ３ の 床 中 央 部 側 は 、 床 支 持 脚 １ ２ ４ に よ っ て 支 え る こ と が で き る 。 床 支 持 脚
１ ２ ４ は 、 二 重 床 支 持 パ ネ ル １ ２ ５ 、 鋼 製 ナ ッ ト １ ２ ６ 、 二 重 床 鋼 製 ボ ル ト １ ２ ７ 及 び 二
重 床 ゴ ム 部 材 １ ２ ８ か ら な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 ９ － １ ７ ７ ２ ８ ９ 号 公 報 （ 図 １ １ ）
【 特 許 文 献 ３ 】
特 開 平 １ １ － ２ ４ ５ ９ ６ ４ 号 公 報 （ 図 ２ ）
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ れ ら の 床 構 造 で は 、 壁 と の 間 の 振 動 が 絶 縁 さ れ た 根 太 材 に パ ー テ ィ ク ル ボ ー ド 等 の ベ ー
ス パ ネ ル か 下 地 合 板 を 釘 又 は ビ ス 等 で 取 り 付 け 、 そ の 上 に フ ロ ー リ ン グ 、 カ ー ペ ッ ト 、 ク
ッ シ ョ ン フ ロ ア ー 等 の 仕 上 げ 材 が 施 工 さ れ て い る 。 こ れ ら の 例 の 床 構 造 は 、 壁 か ら の 音 の
伝 わ り を な く し 、 コ ン ク リ ー ト 等 の 躯 体 下 地 へ の 音 の 伝 わ り を 軽 減 す る の に 有 効 な も の で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
壁 に 根 太 材 を コ ン ク リ ー ト 釘 で 固 定 す る 工 法 は 、 壁 か ら 階 下 へ の 音 の 伝 わ り が あ り 、 床 衝
撃 音 レ ベ ル 性 能 が 悪 化 す る 。 ま た 、 根 太 材 を 束 と し て 用 い る た め 、 直 接 コ ン ク リ ー ト 等 の
躯 体 下 地 か ら 階 下 に 音 が 伝 わ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
防 音 性 を 考 慮 し た 工 法 で は 、 壁 に 根 太 材 が 接 触 し な い よ う に 、 防 振 ゴ ム 付 き の 際 根 太 材 を
壁 に 墨 だ し し た 基 準 線 に 合 わ せ て レ ベ ル 調 整 す る の に 時 間 が か か り 、 ３ つ 以 上 の よ う な 複
数 の 防 振 ゴ ム 付 き 支 持 脚 の 高 さ を 揃 え る こ と は 事 実 上 不 可 能 で あ り 、 ベ ー ス パ ネ ル を 際 根
太 の 上 に 載 せ る 時 に 際 根 太 が 不 安 定 で 倒 れ る こ と も あ り 、 施 工 性 が 悪 く 、 極 め て 危 険 で あ
る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 コ ン ク リ ー ト 等 の 下 地 の 不 陸 が 激 し い 場 所 で は 、 根 太 材 が 傾 き 、 ベ ー ス パ ネ ル や 下
地 合 板 の 取 り 付 け が 難 し く 、 根 太 材 と ベ ー ス パ ネ ル や 下 地 合 板 の 間 に 隙 間 が で き た 状 態 で
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釘 打 ち 、 ビ ス 止 め さ れ る と 、 床 鳴 り の 原 因 に な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
コ ン ク リ ー ト 等 の 躯 体 下 地 と 際 根 太 の ゴ ム 支 持 脚 を 接 着 さ せ な い 工 法 で は 、 重 量 床 衝 撃 音
に 対 し て 、 部 屋 周 囲 部 の 床 の 跳 ね 上 が り に よ り 、 巾 木 か ら 壁 を 通 し て 階 下 に 音 が 伝 わ り 易
く 、 躯 体 下 地 と 際 根 太 の ゴ ム 支 持 脚 と を 接 着 さ せ て い な い た め 、 不 安 定 で 施 工 性 が 悪 く な
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 の 課 題 は 、 上 述 の 床 構 造 の 施 工 上 の 問 題 を 解 消 し 、 床 鳴 り 等 の 問 題 の な い 安 定 し た
床 際 構 造 を 作 業 性 に 優 れ た 工 法 に よ っ て 得 る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 躯 体 下 地 、 壁 、 前 記 壁 の 際 の 前 記 躯 体 下 地 上 に 配 置 さ れ て い る 根 太 材 、 及 び 前
記 根 太 材 上 の 床 材 を 具 え 、 前 記 根 太 材 が レ ベ ル 調 整 可 能 な 支 持 脚 を 有 し て い る 床 際 構 造 に
お い て 、 前 記 壁 に ゴ ム 製 の 根 太 パ ッ ド が 固 定 さ れ て お り 、 前 記 根 太 材 の 前 記 根 太 パ ッ ド 上
へ の 載 置 及 び 前 記 支 持 脚 の 前 記 躯 体 下 地 へ の 接 触 に よ っ て 、 前 記 根 太 材 が 前 記 躯 体 下 地 上
で 支 え ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 床 際 構 造 、 か か る 床 際 構 造 に 用 い る 根 太 パ ッ ド 及 び か
か る 床 際 構 造 の 施 工 方 法 に 係 る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 は 、 ゴ ム 製 の 根 太 パ ッ ド 上 に レ ベ ル 調 整 可 能 な 支 持 脚 付 き の 根 太 材 を 載 置 し 、 仮 固
定 し た 状 態 で 、 そ の 支 持 脚 を 躯 体 下 地 に 延 ば し て 根 太 材 を 躯 体 下 地 に 支 持 さ せ る こ と で 、
躯 体 下 地 の 不 陸 に か か わ ら ず 、 根 太 材 の 安 定 し た 位 置 決 め が 可 能 に な る と い う 知 見 に 基 づ
く も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 で は 、 支 持 脚 に よ っ て 根 太 材 の 位 置 決 め を す る の で は な く 、 ゴ ム 製 の 根 太 パ ッ ド に
よ っ て 根 太 材 の 位 置 決 め を 行 う 。 支 持 脚 に よ る 根 太 材 の 躯 体 下 地 上 で の 支 持 は 、 躯 体 下 地
の 不 陸 に 著 し く 影 響 を 受 け 、 し か も 、 ３ つ 以 上 等 の 複 数 の 支 持 脚 に よ っ て は 事 実 上 、 根 太
材 の 高 さ の ば ら つ き の な い 安 定 し た 根 太 材 の 位 置 決 め は 不 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ゴ ム 製 の 根 太 パ ッ ド に よ っ て 根 太 材 の 位 置 決 め を 行 う こ と で 、 支 持 脚 に よ っ て 根 太 材 を 支
え る 場 合 の 根 太 材 の 高 さ の ば ら つ き が 、 根 太 パ ッ ド に よ る 所 定 の 緩 衝 作 用 内 に 収 ま っ て 、
根 太 材 の 安 定 し た 位 置 決 め が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 発 明 で は 、 ゴ ム 製 の 根 太 パ ッ ド に よ る 根 太 材 の 位 置 決 め に よ り 、 根 太 材 と 根 太 材 上 の 床
材 と の 間 に 隙 間 が 生 じ な く な り 、 床 鳴 り 等 の 問 題 の な い 安 定 し た 床 際 構 造 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 実 施 を す る 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
（ １ ） 床 際 構 造
床 際 構 造 は 、 躯 体 下 地 、 壁 、 躯 体 下 地 上 の 根 太 材 、 根 太 材 上 の 床 材 、 及 び 壁 に 固 定 さ れ て
い る ゴ ム 製 の 根 太 パ ッ ド を 具 え て お り 、 根 太 材 の 根 太 パ ッ ド 上 へ の 載 置 及 び 支 持 脚 の 躯 体
下 地 へ の 接 触 に よ っ て 、 根 太 材 が 支 え ら れ 、 根 太 材 を 位 置 決 め す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
（ ２ ） 根 太 パ ッ ド
ゴ ム 製 で は あ る が 、 壁 に 固 定 で き 、 材 質 、 形 状 等 の 制 限 は な く 、 種 々 の も の を 用 い る こ と
が で き る 。 特 に 、 根 太 パ ッ ド は 根 太 材 を 仮 固 定 す る よ う に 載 置 で き る 水 平 部 を 具 え る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
（ ２ － １ ） 根 太 パ ッ ド の 形 状
根 太 パ ッ ド は 、 載 置 さ れ る 根 太 材 が 壁 に 直 接 接 触 し な い で 、 根 太 材 と 壁 と の 間 の 振 動 伝 達
が 抑 制 さ れ る よ う に 、 根 太 材 と 壁 と の 間 に 介 在 す る 垂 直 部 を 有 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
好 ま し く は 、 根 太 パ ッ ド は 断 面 略 Ｕ 字 状 の 形 状 を 有 す る 。 か か る 根 太 パ ッ ド は ２ つ の 垂 直
部 と 各 垂 直 部 の 間 の 水 平 部 と を 有 し て お り 、 一 方 の 垂 直 部 が 壁 に 固 定 さ れ 、 水 平 部 の 内 側
底 面 上 に 根 太 材 を 載 置 す る こ と が で き る 。 ま た 、 好 ま し く は 、 か か る 根 太 パ ッ ド は 、 ２ つ
の 垂 直 部 の 間 で 根 太 材 を は さ み 込 む 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 好 ま し く は 、 根 太 パ ッ ド は 断 面 略 コ の 字 状 の 形 状 を 有 し て い る 。 か か る 根 太 パ ッ ド
は 、 １ つ の 垂 直 部 と ２ つ の 水 平 部 と を 有 し て お り 、 垂 直 部 が 壁 に 固 定 さ れ 、 下 側 の 水 平 部
上 に 根 太 材 が 載 置 さ れ る 。 好 ま し く は 、 か か る 根 太 パ ッ ド も 、 ２ つ の 水 平 部 の 間 に 根 太 材
を は さ み 込 む 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
根 太 パ ッ ト に は 、 根 太 材 が 載 置 さ れ た 際 に そ の 根 太 材 の 上 面 が く る 位 置 に 、 予 め 印 を 付 け
る こ と が で き る 。 か か る 印 は 、 根 太 パ ッ ド を 壁 の 所 定 位 置 に 固 定 し よ う と す る 際 、 根 太 材
の 上 面 位 置 を 示 し 、 根 太 材 の 正 確 な 位 置 決 め を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
か か る 印 は 、 特 に 制 限 さ れ る こ と な く 種 々 の も の を 用 い る こ と が で き る が 、 簡 易 な も の と
し て は 、 線 や 、 切 れ 込 み 、 切 り 欠 き 部 、 段 差 等 の 形 状 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
（ ２ － ２ ） 根 太 パ ッ ド の 配 置
複 数 の 根 太 パ ッ ド を 用 い 、 各 根 太 パ ッ ド を 互 い に 離 間 し た 状 態 で 壁 に 固 定 す る の が 好 ま し
い 。 各 根 太 パ ッ ド の 間 の 空 間 は 、 床 下 空 間 と 室 内 空 間 等 と の 間 を 連 通 さ せ る よ う に す れ ば
、 床 下 空 間 で 起 こ る 床 衝 撃 音 の 共 振 現 象 （ タ イ コ 現 象 ） を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
（ ２ － ３ ） 根 太 パ ッ ド の 材 質
根 太 パ ッ ト の ゴ ム 硬 度 は 、 デ ュ ロ メ ー タ Ａ で ７ ０ 以 下 の 範 囲 で あ る の が 好 ま し い 。 か か る
硬 度 の 根 太 パ ッ ド は 、 床 衝 撃 音 が 床 仕 上 げ 面 か ら 壁 に 伝 わ り 階 下 へ 伝 達 す る の を 防 ぐ の に
有 効 な 防 振 性 能 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
（ ３ ） 根 太 材
壁 の 際 の 躯 体 下 地 上 に 配 置 さ れ て い る 。 根 太 材 は 、 レ ベ ル 調 整 可 能 な 支 持 脚 を 有 し て お り
、 こ の 支 持 脚 に よ っ て 躯 体 下 地 上 に 支 え ら れ る 。 根 太 材 が 壁 の 際 に 配 置 さ れ る 場 合 を 、 特
に 、 際 根 太 、 又 は 際 根 太 材 と 呼 ぶ 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
根 太 材 の 材 質 、 形 状 等 は 、 特 に 制 限 な く 種 々 の も の を 用 い る こ と が で き る 。 概 し て 、 根 太
材 は 木 製 の 角 材 で あ り 、 集 成 材 を 用 い る こ と も あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
（ ３ － １ ） 支 持 脚
根 太 材 に 取 り 付 け ら れ て お り 、 根 太 材 と 躯 体 下 地 と の 間 の 距 離 を 調 節 す る も の で あ る 。 種
々 の 材 質 、 形 状 等 の も の を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
好 ま し く は 、 支 持 脚 は 棒 状 の 支 持 部 材 と 支 持 部 材 の 一 方 の 端 部 の ゴ ム 部 材 と か ら な り 、 支
持 部 材 の 他 方 の 端 部 は 根 太 材 に 固 定 さ れ る 。 支 持 脚 の ゴ ム 部 材 は 躯 体 下 地 に 接 触 し 根 太 材
と 躯 体 下 地 と の 間 を 絶 縁 し 、 支 持 部 材 は 根 太 材 と 躯 体 下 地 と の 間 の 距 離 が 調 節 可 能 な 状 態
で 根 太 材 を 躯 体 下 地 上 に 支 え る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
（ ３ － ２ ） 支 持 脚 の 高 さ 調 節 手 段
種 々 の 手 段 を 用 い る こ と が で き る 。 好 ま し く は 、 支 持 部 材 と し て ボ ル ト と 根 太 材 に 固 定 さ
れ た ナ ッ ト と を 用 い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
（ ３ － ３ ） 支 持 部 材 及 び ゴ ム 部 材 の 材 質 等
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支 持 部 材 と し て の ボ ル ト 及 び 高 さ 調 節 手 段 と し て の ボ ル ト 及 び ナ ッ ト は 、 鋼 製 又 は 硬 質 樹
脂 製 が 好 ま し い 。 ま た 、 ゴ ム 部 材 は 防 振 ゴ ム を 用 い る こ と が で き 、 こ の よ う な ゴ ム 部 材 の
ゴ ム 硬 度 は 、 ゴ ム の Ｊ Ｉ Ｓ 規 格 に よ る 測 定 方 法 に 従 い デ ュ ロ メ ー タ Ａ で ４ ０ ～ ８ ０ の 範 囲
で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
（ ３ － ４ ） 支 持 脚 と 躯 体 下 地 と の 接 着
好 ま し く は 、 支 持 脚 は 接 着 材 に よ っ て 躯 体 下 地 に 固 定 す る 。 根 太 材 を 躯 体 下 地 と 固 定 す る
こ と に よ り 、 よ り 安 定 し た 際 根 太 構 造 と な る 。 重 量 床 衝 撃 音 に 対 し て は 、 部 屋 周 囲 部 の 床
の 跳 ね 上 が り が な く な り 、 支 持 脚 と 躯 体 下 地 と の 間 で の 音 の 発 生 が な く な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
支 持 脚 が ゴ ム 部 材 を 有 す る 場 合 に は 、 支 持 脚 が 躯 体 下 地 に 接 し た 状 態 で ゴ ム 部 材 と 躯 体 下
地 と の 間 に 接 着 剤 を 流 し 込 み 、 支 持 脚 と 躯 体 下 地 と を 接 着 す る こ と が で き る 。 か か る 接 着
剤 と し て は 、 根 太 材 に 取 り 付 け ら れ る ナ ッ ト と ボ ル ト 部 分 に 使 用 す る 低 粘 度 の 接 着 剤 を 併
用 し て 使 用 す る と 、 施 工 性 が 良 く 、 ゴ ム 部 材 と 躯 体 下 地 と が 接 触 し て い る 状 態 で も そ れ ら
の 間 に 接 着 剤 が 流 れ 込 み 接 着 性 も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
（ ４ ） 躯 体 下 地
種 々 の 材 質 等 か ら な り 、 種 々 の 構 造 等 を 有 す る こ と が で き る 。 概 し て 、 乾 式 二 重 床 で 用 い
ら れ る こ と が あ る 床 ス ラ ブ 等 の コ ン ク リ ー ト の 床 下 地 等 で あ る 。 コ ン ク リ ー ト か ら な る 躯
体 下 地 の 不 陸 は 、 支 持 脚 の み で 調 節 す る 根 太 材 の 高 さ に 見 過 ご せ な い 程 度 の ば ら つ き が 生
じ る 場 合 で あ っ て も 、 根 太 パ ッ ド に よ っ て 根 太 材 を 位 置 決 め す る 限 り 問 題 は な く な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
（ ５ ） 壁
種 々 の 材 質 等 か ら な り 、 種 々 の 構 造 等 を 有 す る こ と が で き る 。 躯 体 壁 、 躯 体 壁 に 室 内 用 の
壁 を 有 す る 二 重 壁 も 含 ま れ る 。 好 ま し く は 、 壁 は 根 太 材 と の 間 に 隙 間 を 形 成 す る 。 か か る
隙 間 は 床 下 の 閉 鎖 空 間 で 起 こ る 共 振 現 象 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
（ ６ ） 床 材
根 太 材 上 に 支 え ら れ る も の で あ る 。 通 常 の 板 状 等 の 床 材 が 用 い ら れ 、 通 常 の パ ー テ ィ ク ル
ボ ー ド 等 の 床 下 地 材 等 や 、 フ ロ ー リ ン グ 材 等 の 床 仕 上 げ 材 等 が 含 ま れ る 。 二 重 床 で は 、 概
し て 、 床 下 地 材 と し て ベ ー ス パ ネ ル が 使 用 さ れ 、 ベ ー ス パ ネ ル と し て は 、 ２ ０ ～ ３ ０ ｍ ｍ
の 厚 さ の パ ー テ ィ ク ル ボ ー ド 、 合 板 、 集 成 材 等 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
床 材 は 、 壁 に 近 い 際 の 部 分 は 際 根 太 材 に よ っ て 支 え ら れ る が 、 床 材 の 中 央 部 分 は 、 通 常 の
二 重 床 ゴ ム 脚 に よ っ て 支 え る こ と が で き る 。 か か る 二 重 床 ゴ ム 脚 は 、 特 に 制 限 さ れ る こ と
な く 、 種 々 の 形 状 、 材 質 等 の も の を 用 い る こ と が で き 、 床 を 支 え る 床 用 支 持 部 材 と 躯 体 下
地 に 接 す る ゴ ム 部 材 と を 具 え る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
（ ７ ） 巾 木
床 材 と 壁 と が 接 近 す る 部 分 、 す な わ ち 床 の 際 に は 、 巾 木 を 用 い る こ と が で き る 。 巾 木 は 、
特 に 制 限 さ れ る こ と な く 、 種 々 の 材 質 、 形 状 等 の も の を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
壁 周 囲 に 取 り 付 け る 巾 木 は 、 軟 質 樹 脂 の ソ フ ト 巾 木 か 、 木 製 巾 木 の 場 合 は 、 木 製 巾 木 の 下
に ５ ｍ ｍ 程 度 の 軟 質 樹 脂 が 取 り 付 け て あ る も の を 使 用 す る こ と が で き る 。 軟 質 樹 脂 が 取 り
付 け ら れ て な い 木 製 巾 木 を フ ロ ー リ ン グ 等 の 仕 上 げ 材 と 接 触 さ せ て 取 り 付 け た 場 合 は 、 巾
木 か ら 壁 を 通 し て 階 下 に 音 が 伝 わ り 、 床 衝 撃 音 レ ベ ル 性 能 が 悪 化 す る 。 重 量 床 衝 撃 音 に 対
し て は 、 根 太 材 を 躯 体 下 地 に 接 着 剤 で 固 定 す れ ば 、 部 屋 周 囲 部 の 床 の 跳 ね 上 が り が な く な
り 、 巾 木 か ら 壁 を 通 し て 階 下 に 伝 わ る 音 が 軽 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
（ ８ ） 床 際 構 造 の 施 工
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床 際 構 造 は 、 特 に 制 限 さ れ る こ と な く 、 種 々 の 方 法 に よ っ て 施 工 す る こ と が で き る 。 好 ま
し く は 、 床 際 構 造 の 施 工 方 法 は 、 （ ｉ ） ゴ ム 製 の 根 太 パ ッ ド を 準 備 し 、 根 太 パ ッ ド が 根 太
材 を 仮 固 定 す る こ と が で き る 水 平 部 を 有 す る こ と 、 （ ｉ ｉ ） 根 太 パ ッ ド を 壁 に 固 定 す る こ
と 、 （ ｉ ｉ ｉ ） 支 持 脚 を 有 す る 根 太 材 を 根 太 パ ッ ド の 水 平 部 上 に 載 置 す る こ と 、 及 び （ ｉ
ｖ ） 支 持 脚 を 躯 体 下 地 に 接 触 さ せ る こ と を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
根 太 材 を 載 置 す る こ と が で き る ゴ ム 製 の 根 太 パ ッ ド を 、 壁 の 墨 だ し し た 基 準 線 等 の よ う な
所 定 の 高 さ に 根 太 材 の 上 面 が 合 う よ う に 、 壁 の 所 定 位 置 に ビ ス 等 で 固 定 し 、 レ ベ ル 調 整 可
能 な 支 持 脚 が 一 定 間 隔 で 取 り 付 け ら れ て い る 根 太 材 を 根 太 パ ッ ト に 載 置 し た 後 に 、 根 太 材
の 支 持 脚 が 躯 体 下 地 に 接 触 す る ま で 支 持 脚 を 延 ば す だ け で 容 易 に 根 太 材 の レ ベ ル 出 し を 行
う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
根 太 材 は 、 レ ベ ル 調 整 可 能 な 支 持 脚 に よ っ て 位 置 決 め す る の で は な く 、 ゴ ム 製 の 根 太 パ ッ
ト を 壁 の 所 定 の 基 準 線 等 に 合 わ せ て 壁 に 固 定 し 、 根 太 材 を 根 太 パ ッ ド 上 に 載 置 す る こ と で
位 置 決 め さ れ る 。 根 太 材 は 、 根 太 パ ッ ド 上 の 載 置 の 時 点 で 、 墨 だ し し た 基 準 線 と 根 太 材 上
面 を 同 じ 高 さ 位 置 に す る こ と が で き 、 支 持 脚 に よ る 根 太 材 の レ ベ ル 調 整 が 不 要 で 、 後 は 支
持 脚 を 躯 体 下 地 に 接 触 す る ま で 延 ば す だ け で 良 い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
ゴ ム 製 の 根 太 パ ッ ト の 壁 へ の 取 り 付 け 数 は 、 ゴ ム 支 持 脚 が 一 定 間 隔 で 取 り 付 け ら れ て い る
根 太 材 １ 本 を 載 置 す る こ と が で き る 最 少 限 の 数 で よ い 。 １ ｍ 程 度 の 長 さ の 根 太 材 １ 本 に 対
し て ２ つ 程 度 の 根 太 パ ッ ト を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
断 面 略 Ｕ 字 状 又 は 断 面 略 コ の 字 状 の 形 状 の 根 太 パ ッ ド 、 及 び 防 振 ゴ ム 付 き の 支 持 脚 を 用 い
る こ と に よ り 、 乾 式 二 重 床 の 根 太 材 が 直 接 壁 と 接 触 せ ず 、 根 太 材 の レ ベ ル 調 整 が 容 易 に 行
え 、 防 音 性 能 に 優 れ た 床 際 構 造 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
根 太 パ ッ ト に は さ み 込 む こ と に よ り 、 根 太 材 上 面 が 水 平 に で き 、 又 壁 と 直 角 に も で き 、 コ
ン ク リ ー ト 等 の 躯 体 下 地 の 不 陸 が 激 し い 場 所 に お い て も 、 根 太 材 の 傾 き が な く な り 、 根 太
材 と ベ ー ス パ ネ ル や 下 地 合 板 等 の 床 材 を 取 り 付 け る 際 に 隙 間 が で き ず 、 床 鳴 り が 発 生 し な
い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
ま た 、 根 太 材 を 根 太 パ ッ ト に は さ み 込 み 、 保 持 さ せ る こ と に よ り 、 根 太 材 に ベ ー ス パ ネ ル
等 の 床 材 を 載 せ る 時 に 、 根 太 材 の 倒 れ る 危 険 が な く 、 二 重 床 の 施 工 を 安 全 で 容 易 に 行 う こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 を よ り 一 層 詳 細 に 説 明 す る 。
図 １ （ ａ ） は 本 発 明 の １ 例 の 根 太 パ ッ ド の 正 面 図 で あ り 、 図 １ （ ｂ ） は 図 １ （ ａ ） の 根 太
パ ッ ド の 右 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
図 ２ は 本 発 明 の 他 の 例 の 根 太 パ ッ ド を 壁 に 固 定 す る よ う す を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ３ は 図
２ の 根 太 パ ッ ド に 根 太 材 を 載 置 し た 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。 図 ４ は 図 ２ の 根 太 材 の 支 持 脚 を
躯 体 下 地 に 延 ば し た 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。 図 ５ は 図 ２ の 支 持 脚 の ゴ ム 部 材 と 躯 体 下 地 と を
接 着 剤 に よ っ て 接 着 さ せ た 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。 図 ６ は 図 ５ の 根 太 材 の 全 体 の 取 付 け 状 態
を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
図 ７ は 本 発 明 の １ 例 の 床 際 構 造 の 縦 断 面 図 で あ る 。 図 ８ は 本 発 明 の 他 の 例 の 床 際 構 造 の 縦
断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
本 発 明 の １ 例 の 根 太 パ ッ ド １ は 、 図 １ （ ａ ） の 正 面 図 及 び 図 １ （ ｂ ） の 左 側 面 図 に 示 す よ
う に 、 １ つ の 水 平 部 ２ と ２ つ の 垂 直 部 ３ ， ４ と を 有 し 、 断 面 略 Ｕ 字 状 の 形 状 で あ る 。
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【 ０ ０ ５ ３ 】
垂 直 部 ３ に は 、 根 太 パ ッ ト １ を 壁 に ビ ス に よ っ て 取 り 付 け る 際 の ビ ス 穴 ５ が 設 け て あ る 。
水 平 部 ２ の 底 面 ２ Ａ の 長 さ は 根 太 材 を は さ み 込 め る よ う に 使 用 す る た め に 根 太 材 の 幅 と 同
程 度 の 長 さ と し 、 垂 直 部 ４ の 長 さ は 垂 直 部 ３ の ビ ス 穴 ５ が 右 側 面 か ら 見 た 時 に 隠 れ な い 程
度 の 長 さ と す る 。 垂 直 部 ３ の 内 面 に は 、 ビ ス 穴 ５ の 周 囲 に 窪 み 部 ６ を 設 け 、 ビ ス が 根 太 材
と 接 触 し な い よ う に す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
水 平 部 ２ 及 び 各 垂 直 部 ３ ， ４ は 、 根 太 材 を 根 太 パ ッ ト １ に は さ み 込 ん で 仮 固 定 す る 際 に 傾
か な い 程 度 の 強 度 を 有 し 、 そ の 強 度 を 発 揮 す る 限 り 、 種 々 の 材 質 、 厚 さ 等 と す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
垂 直 部 ３ に は 、 根 太 材 が 載 置 さ れ た 際 に 根 太 材 の 上 面 が く る 位 置 に 段 差 ７ が 設 け ら れ て い
る 。 段 差 ７ は 、 壁 に 根 太 材 の 高 さ 位 置 を 墨 だ し し 、 そ の 位 置 で 根 太 材 の 高 さ が 同 じ に な る
よ う に 根 太 パ ッ ト を 墨 だ し 位 置 に 合 わ せ て 取 り 付 け る 際 に 、 位 置 合 わ せ し 易 い よ う に す る
印 で あ る 。 か か る 印 は 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 突 出 部 に 形 成 さ れ た 段 差 で も 、 図 ２ に 示
す よ う な 線 で も よ い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
根 太 パ ッ ド １ は 、 図 ２ ～ ６ に 示 す よ う に 使 用 し て 、 図 ７ 及 び ８ に 示 す よ う な 床 際 構 造 を 施
工 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
図 ２ は 、 本 発 明 の 他 の 例 の ゴ ム 製 の 根 太 パ ッ ド １ １ を 壁 １ ２ に 取 り 付 け る よ う す を 示 す 。
根 太 パ ッ ド １ １ は 、 根 太 材 の 表 面 が く る 位 置 に 基 準 線 １ ３ が 記 し て あ る 。 ゴ ム 製 の 根 太 パ
ッ ト １ １ の 基 準 線 １ ３ を 、 壁 １ ２ に 墨 だ し し た 根 太 材 高 さ 位 置 の 線 １ ４ に 合 わ せ て 、 根 太
パ ッ ト １ １ に あ る ビ ス 穴 １ ５ に ビ ス １ ６ を 挿 入 し て 、 根 太 パ ッ ド １ １ を 壁 １ ２ に 取 り 付 け
る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
図 ３ は 、 際 根 太 材 １ ７ を 図 ２ の よ う に 壁 １ ２ に 取 り 付 け た 根 太 パ ッ ト １ １ に 仮 固 定 し た 状
態 を 示 す 。 際 根 太 材 １ ７ は 、 ボ ル ト １ ８ 付 き の ゴ ム 支 持 脚 １ ９ が 一 定 間 隔 で 取 り 付 け ら れ
て い る 。 際 根 太 材 １ ７ は 、 根 太 パ ッ ド １ １ に は さ み 込 み 、 取 り 付 け を 行 な う 。 レ ベ ル 調 整
孔 ２ ０ に は ナ ッ ト が 取 り 付 け ら れ て お り 、 ボ ル ト １ ８ に よ り 高 さ 調 整 が で き る よ う に な っ
て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
図 ４ は 、 根 太 パ ッ ト １ １ に は め 込 ん だ 際 根 太 材 １ ７ の ゴ ム 支 持 脚 １ ９ を 躯 体 下 地 ２ １ に 接
す る ま で ボ ル ト １ ８ を 回 し た 状 態 を 示 す 。 ゴ ム 支 持 脚 １ ９ を 躯 体 下 地 ２ １ に 接 す る ま で ボ
ル ト １ ８ を 回 す だ け で 、 レ ベ ル 調 整 を す る 必 要 が な く 、 躯 体 下 地 ２ １ の レ ベ ル が 悪 く 不 陸
が 大 き い 場 所 で も 、 際 根 太 材 １ ７ が 傾 く こ と な く 、 壁 １ ２ と 際 根 太 材 １ ７ の 表 面 と が 直 角
に 保 た れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
図 ５ は 、 ゴ ム 支 持 脚 １ ９ と 躯 体 下 地 ２ １ と の 間 に 接 着 剤 ２ ２ を 流 し 込 み 固 定 さ せ た 状 態 を
示 す 。 接 着 す る こ と に よ り 、 躯 体 下 地 ２ １ の 不 陸 が 大 き い 場 所 に お い て も 、 よ り 一 層 際 根
太 材 １ ７ が 安 定 す る 。 際 根 太 材 の ナ ッ ト と ボ ル ト １ ８ も 同 じ 接 着 剤 を 使 用 し 、 レ ベ ル 調 整
孔 ２ ０ か ら 流 し 込 み 固 定 す る 。 際 根 太 材 １ ７ を 躯 体 下 地 ２ １ と 固 定 す る こ と に よ り 、 重 量
床 衝 撃 音 に 対 し て 、 部 屋 周 囲 部 の 床 の 跳 ね 上 が り が な く な り 、 巾 木 か ら 壁 を 通 し て 階 下 に
伝 わ る 音 が 軽 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
図 ６ は 、 図 ５ と 同 様 に 、 根 太 材 の 施 工 が 完 了 し た 状 態 を 広 い 範 囲 で 示 す 。 際 根 太 材 １ ７ に
は 、 ボ ル ト １ ８ 付 き の ゴ ム 支 持 脚 １ ９ が 一 定 間 隔 で 設 け ら れ て お り 、 一 本 の 際 根 太 材 １ ７
に 対 し 、 ２ つ の 根 太 パ ッ ト １ １ を 取 り 付 け 、 際 根 太 材 １ ７ を 固 定 す る 。 ま た 、 際 根 太 材 １
７ の 間 は 床 鳴 り の 発 生 を 防 止 す る た め 、 隙 間 を 開 け て 施 工 を 行 う 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
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図 ７ は 、 本 発 明 の １ 例 の 床 際 構 造 の 断 面 図 で あ り 、 二 重 床 の 施 工 後 の 壁 、 際 根 太 材 及 び 床
材 の 納 ま り 状 態 を 示 す 。 床 際 構 造 ３ １ は 、 躯 体 下 地 ３ ２ 、 壁 ３ ３ 、 壁 ３ ３ の 際 の 躯 体 下 地
３ ２ 上 に 配 置 さ れ て い る 根 太 材 ３ ４ 、 及 び 根 太 材 ３ ４ 上 の ベ ー ス パ ネ ル で あ る パ ー テ ィ ク
ル ボ ー ド ３ ５ 、 仕 上 げ 材 の フ ロ ー リ ン グ 材 ３ ６ を 具 え 、 根 太 材 ３ ４ は レ ベ ル 調 整 可 能 な 支
持 脚 ３ ７ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
床 際 構 造 ３ １ に お い て は 、 壁 ３ ３ に ゴ ム 製 の 根 太 パ ッ ド ３ ８ が 固 定 さ れ て お り 、 根 太 材 ３
４ の 根 太 パ ッ ド ３ ８ 上 へ の 載 置 及 び 支 持 脚 ３ ７ の 躯 体 下 地 ３ ２ へ の 接 触 に よ っ て 、 根 太 材
３ ４ が 躯 体 下 地 ３ ２ 上 で 支 え ら れ て い る 。 根 太 材 ３ ４ の 上 に は 、 二 重 床 の 床 材 と し て 、 ベ
ー ス パ ネ ル で あ る パ ー テ ィ ク ル ボ ー ド ３ ５ が 根 太 材 ３ ４ に 直 接 ビ ス や 釘 で 取 り 付 け ら れ 、
そ の 上 に 仕 上 げ 材 の フ ロ ー リ ン グ 材 ３ ６ が 施 工 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
床 際 構 造 ３ １ は 、 巾 木 ３ ９ を 備 え る こ と が で き 、 巾 木 ３ ９ は 、 木 製 巾 木 材 ４ ０ の 下 に ５ ｍ
ｍ 程 度 の 軟 質 樹 脂 ４ １ が 取 り 付 け て あ る も の を 使 用 し て い る 。 な お 、 図 ７ で は 、 根 太 パ ッ
ド ３ ８ を ビ ス ４ ２ で 壁 ３ ３ に 固 定 し 、 支 持 脚 ３ ７ を ボ ル ト ４ ３ と ナ ッ ト ４ ４ と で 延 ば し 、
ゴ ム 部 材 ４ ５ を 躯 体 下 地 ３ ２ と 接 触 さ せ る 。 ま た 、 パ ー テ ィ ク ル ボ ー ド ３ ５ の 床 中 央 部 側
は 、 床 支 持 脚 ４ ６ に よ っ て 支 え る こ と が で き る 。 床 支 持 脚 ４ ６ は 、 二 重 床 支 持 パ ネ ル ４ ７
、 剛 性 ナ ッ ト ４ ８ 、 二 重 床 鋼 製 ボ ル ト ４ ９ 及 び 二 重 床 ゴ ム 部 材 ５ ０ か ら な る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ６ ５ 】
図 ８ は 、 本 発 明 の 他 の 例 の 床 際 構 造 ４ １ の 断 面 図 で あ り 、 二 重 床 の 施 工 後 の 壁 、 際 根 太 材
及 び 床 材 の 納 ま り 状 態 を 示 す 。 図 ７ と は 異 な り 、 根 太 材 ３ ４ の 上 側 の 高 さ と 同 じ 高 さ に 、
ベ ー ス パ ネ ル で あ る パ ー テ ィ ク ル ボ ー ド ４ ２ の 上 側 高 さ を 、 床 支 持 脚 ４ ３ に よ っ て 合 わ せ
、 下 地 合 板 ４ ４ を 根 太 材 ３ ４ と パ ー テ ィ ク ル ボ ー ド ４ ２ の 上 に 載 せ て 、 ビ ス や 釘 で 取 り 付
け を 行 な っ た 例 で あ る 。 床 支 持 脚 ４ ３ は 、 ナ ッ ト ４ ５ 及 び ボ ル ト ４ ６ か ら な る 支 持 部 材 ４
７ と ゴ ム 部 材 ４ ８ と を 備 え る こ と が で き る 。 下 地 合 板 ４ ４ の 上 に は 、 図 ７ と 同 様 に 、 仕 上
げ 材 で あ る フ ロ ー リ ン グ 材 ３ ６ が 施 工 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 ゴ ム 製 の 根 太 パ ッ ド に よ る 根 太 材 の 位 置 決 め に よ り 、 根 太 材 と 根 太 材 上
の 床 材 と の 間 に 隙 間 が 生 じ な く な り 、 床 鳴 り 等 の 問 題 の な い 安 定 し た 床 際 構 造 が 得 ら れ る
。
【 ０ ０ ６ ７ 】
ま た 、 本 発 明 に よ れ ば 、 根 太 材 を 壁 に 取 り 付 け た ゴ ム 製 の 根 太 パ ッ ト に は さ み 込 む こ と に
よ り 、 躯 体 下 地 の 不 陸 が 悪 い 箇 所 に お い て も 、 根 太 材 の 正 確 な 位 置 決 め が 行 え る と 共 に 根
太 材 上 面 を 水 平 に 保 つ こ と が で き 、 根 太 材 と そ の 上 の ベ ー ス パ ネ ル や 下 地 合 板 等 の 床 材 と
を 固 定 す る 際 に そ れ ら の 間 に 隙 間 が で き ず 、 床 鳴 り の 防 止 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
特 に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 ゴ ム 製 の 根 太 パ ッ ト を 使 用 し て レ ベ ル 調 整 可 能 な 支 持 脚 付 き の 根
太 材 を 施 工 す る こ と に よ り 、 際 根 太 の 施 工 を 短 時 間 で 行 な う こ と が で き 、 躯 体 下 地 の 不 陸
が 悪 い 箇 所 に お い て も 、 根 太 材 上 面 を 水 平 に 保 つ こ と が で き る こ と か ら 、 施 工 時 の 根 太 材
の 倒 れ が 防 止 さ れ 、 作 業 の 安 全 性 が 著 し く 向 上 し 、 ま た 、 施 工 作 業 者 に よ る 水 平 の レ ベ ル
出 し の バ ラ ツ キ が 軽 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
ま た 、 本 発 明 に よ れ ば 、 根 太 パ ッ ド に よ っ て 壁 と 根 太 材 と が 直 接 接 し な い よ う に す る こ と
で 、 床 衝 撃 音 の 根 太 材 か ら 壁 へ の 伝 達 が 防 止 で き 、 根 太 パ ッ ド 及 び 支 持 脚 の ゴ ム 部 材 に よ
り 、 躯 体 下 地 と の 間 の 音 の 伝 達 も 軽 減 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 支 持 脚 と 躯 体 下 地 と を
接 着 剤 に よ り 固 定 す る こ と に よ り 、 作 業 性 が 極 端 に 犠 牲 に な る こ と も な く 、 重 量 床 衝 撃 音
に 対 し て 著 し い 改 善 効 果 が 得 ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 図 １ 】 （ ａ ） は 本 発 明 の １ 例 の 根 太 パ ッ ド の 正 面 図 で あ り 、 （ ｂ ） は （ ａ ） の 根 太 パ ッ
ド の 右 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 他 の 例 の 根 太 パ ッ ド を 壁 に 固 定 す る よ う す を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 根 太 パ ッ ド に 根 太 材 を 載 置 し た 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ の 根 太 材 の 支 持 脚 を 躯 体 下 地 に 延 ば し た 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ２ の 支 持 脚 の ゴ ム 部 材 と 躯 体 下 地 と を 接 着 剤 に よ っ て 接 着 さ せ た 状 態 の 斜 視 図
で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ の 根 太 材 の 全 体 の 取 付 け 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の １ 例 の 床 際 構 造 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 他 の 例 の 床 際 構 造 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 従 来 の １ 例 の 床 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 従 来 の 他 の 例 の 床 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 従 来 の 更 に 他 の 例 の 床 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ， １ １ ， ３ ８ 　 根 太 パ ッ ド
２ 　 水 平 部
３ ， ４ 　 垂 直 部
１ ２ ， ３ ３ 　 壁
１ ３ 　 基 準 線
１ ４ 　 墨 だ し 線
１ ７ 　 際 根 太 材
１ ９ 　 ゴ ム 支 持 脚
２ ０ 　 レ ベ ル 調 整 孔
２ １ ， ３ ２ 　 躯 体 下 地
２ ２ 　 接 着 剤
３ １ 　 床 際 構 造
３ ４ 　 根 太 材
３ ５ 　 パ ー テ ィ ク ル ボ ー ド （ ベ ー ス パ ネ ル ）
３ ６ 　 フ ロ ー リ ン グ （ 仕 上 げ 材 ）
３ ７ 　 支 持 脚
３ ９ 　 巾 木
１ ０ １ 　 壁
１ ０ ２ 　 根 太 材
１ ０ ４ 　 床 下 地
１ ０ ５ 　 束 （ 木 製 ）
１ ０ ６ 　 二 重 床 下 地 合 板
１ ０ ７ 　 フ ロ ー リ ン グ 材
１ １ ５ 　 軟 質 樹 脂 部 材
１ １ ７ 　 ナ ッ ト 付 き の 根 太 材
１ １ ９ 　 レ ベ ル 調 整 可 能 な 防 振 ゴ ム 付 き 支 持 ボ ル ト
１ ２ ０ 　 ゴ ム ス ポ ン ジ
１ ２ １ 　 ソ リ ッ ド ゴ ム
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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